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研究成果の概要（和文）： 

 

 本研究課題である「『文学と裁判』研究の将来展開のための基礎的比較研究」は、これまで日

本ではほとんど論じられることがなかった「法と文学」研究の基礎的視角の下で「文学に見る

民事裁判」研究の基礎を獲得することを目的としたものである。しかも、それをもとにして、

民事裁判研究のみならず教育実践にも重きを置いて、具体的な「民事訴訟法教育」、「民事紛争

処理教育」、「法教育」および「法学教育（法曹養成教育）」に生かすための諸提言を行い、その

ための諸資料を創発的に考案し公表実践することを意図した研究を行った。その成果について

は、できるだけ早く、論文等として公刊したい。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 

 This Research Subject "Fundamental and Comparative Study on the Law and 

Literature" is seldom dealt with in Japan. But it is suggestive study to legal education at 

the level of not only law school but also undergraduate school in Japan. I have tried to read 

many Japanese and English novels to find the materials in order to teach law there and 

have visited several libraries and museums which have materials about novelists to find 

educational materials there. I have a plan to publish textbook on "Law and Literature" as 

soon as possible. 
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１． 研究開始当初の背景 

２． 本研究課題である「『文学と裁判』研究

の将来展開のための基礎的比較研究」は、

単に、これまで日本ではほとんど論じら

れることがなかった「法と文学」研究の

基礎的視角の下で「文学に見る民事裁判」

研究の基礎を獲得することを目的とする

だけではなく、それをもとにして、民事

裁判研究のみならず教育実践にも重きを

置いて、具体的な「民事訴訟法教育」、

「法教育」および「法学教育」、さらに

は法科大学院における「法曹養成教育」

に生かすための諸提言を行い、そのため
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の諸資料を創発的に考案し公表実践する

ことを目的とする。その成果（教育方法

論を含む。）を論文、ひいては『文学に

見る裁判（仮題）』等として公刊するこ

とを企図している。このような挑戦的な

意味合いをもつ新奇性のある本格的な萌

芽研究の着想は、刑事領域における裁判

員裁判の開始以外に、市民のための民事

裁判の実現のための強い学問的な希求に

よる。 

 

 

２．研究の目的 

 

 第１に、近時における司法制度改革の潮流

は、司法制度改革審議会における議論や『意

見書』を重要な起点とするが、そこでは、「分

かりやすく親しみやすく頼りがいのある民事

裁判」の構築が、２１世紀のあるべき司法の

目的とされていた。そこで、法教育などの普

及だけではなく、あらゆる教育等の機会にお

いて、市民に身近な法と司法の実現を図る必

要性を認識したことから、一般市民に身近な

内外の「文学作品」を用いて、司法を支える

法曹を養成し、法的救済過程である民事手続

の理解に努めかつ、民事裁判を市民に身近な

存在とする努力の必要性を強く感じた。諸外

国での研究は進んでいるものの、日本では未

知に近い。このことは、後述する「言語処理

学会」の基調講演に招かれ言語学者たちと意

見を交わす中でも痛感した。 

 第２に、裁判員制度の導入などに見られる

ように、国民の司法への参加が近時急速に進

む中で、第１とも関係するが、「市民と法・

司法との架橋」を多様なかたちで探究する必

要性を痛感したことによる。「法と文学」は、

その意味で感性豊かな古今東西の小説家・詩

人等の手になる文学作品を活用することによ

り、裁判制度・訴訟手続理解の普及と、それ

らの制度を支える国民の基本的な考え方やそ

の責務の涵養に裨益する。 

第３に、アメリカのロースクール教育にお

ける様々な実践例の中では、現実に、「法と

文学」という授業が設けられているだけでな

く、通常の授業（民事訴訟法等）などでも、

導入的・比喩的・逸話的な説明等の中で、古

今東西を問わず「文学作品」を用いた教育が

広く行われていることにも由来する。特に、

申請者は、かつて客員教授として滞在したノ

ース・カロライナ大学ロースクールでは、「法

学教育論（法学教育のあり方に関するゼミナ

ール）」や「文学と法」等の授業科目が開講

されており、それに参加する機会を得、強い

衝撃と刺激を体感したことによる。それらの

科目は、他の多くの著名なロースクールにお

いても恒常的に開講されている旨の話を聴く

ことができた。私は、これまで、『アメリカ・

ロースクール教育論考』（弘文堂、２００９

年）などで、断続的に紹介・検討してきたが、

それらは、ロースクール教育の多様性と諸課

題に触発されたものであり、そこから、アメ

リカの市民のための民事裁判への希求と法曹

養成教育の奥深さと幅広さを感得することが

できた。それらの諸文献のなかにも、「法と

文学」・「文学に見る裁判」を題材としたも

のが見られたことも、本研究の誘因となり、

日本の法学教育に不可欠と考えることになっ

た。 

 

３．研究の方法 

 
研究の方法としては、基本的に、「基礎的・

方法論的な研究」と、「実践的・応用的な研
究」とに区分される。①まず、「基礎的・方
法論的な研究」としては、Posner, Nussbaum, 

Turner & Williams らの「法と文学」に関す
る先駆的な著作を読み解き分析しながら、従
前の研究成果を踏まえて、日本における「法
と文学」の展開可能性に関する基礎的な研究
を行いたい。②次に、「実践的・応用的な研
究」としては、日本における、小学校、中学
校および高等学校等での「法教育」（実際に



 

 

「出前講義」として高校数校で実施）、大学
等における「法学教育」（特殊講義「法と文
学」を開講。文学作品に見る民事裁判と人間
について考察を深めている。）、さらには、法
科大学院における「法曹養成教育」のために
「民事裁判」を身近なものとするテキスト作
りを行いたい。基礎的方法論的な研究の成果
は、各種の領域横断的な学会などにおける報
告を経て、洗練させていきたい。 
 
４．研究成果 
 
本研究課題である「『文学と裁判』研究の

将来展開のための基礎的比較研究」は、これ
まで日本ではほとんど論じられることがな
かった「法と文学」研究の基礎的視角の下で
「文学に見る民事裁判」研究の基礎を獲得す
ることを目的としたものである。しかも、そ
れをもとにして、民事裁判研究のみならず教
育実践にも重きを置いて、具体的な「民事訴
訟法教育」、「民事紛争処理教育」、「法教育」
および「法学教育（法曹養成教育）」に生か
すための諸提言を行い、そのための諸資料を
創発的に考案し公表実践することを意図し
た研究を行った。その成果については、でき
るだけ早く、論文等として公刊したい。 
 なお、すでに発表した成果等については、
下記の参照。 
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